





















け、忍性の非人救済活動に象徴される社会救済事業は、その規模の大きさ、活動期間 長さにおいて、極めて重要である。鎌倉極楽寺は、忍性の活動の一大拠点であった。忍性らの活動は単に宗教的に重要であったのみならず、政治的、経済的にも重要な意味をもっていたこと 大 に注目すべきである。　
ところで、従来、忍性のそうした活動が彼の没後も継承された点は等
閑に付されがちで、 さほど注目されてこなかった。西大寺第二代長老 （住持のこと）信空、河内西琳寺惣持といった僧 はようやく光が当てられつつある
＊二
が、忍性没後の鎌倉極楽寺を中心とする東国における僧ら
の活動は史料的な制約もあってまだまだ十分 はない かし、栄真、順忍、俊海といった第二、第三 忍性 出現によ て、忍性以後も鎌倉極楽寺を中心とした社会救済活動が継続 れた点を忘 は らない　
本稿では極楽寺の長老たちに注目して、忍性以後 極楽寺僧の活動を





























































































忍性もそうであったが おそらく、極楽寺流 は健康であれば、多宝寺長老を経て極楽寺長老となるルートになって たの あろう。そ ほど、多宝寺は極楽寺流内で寺格が高い寺院であっ 多宝寺は、扇谷山といい 鎌倉の多宝寺谷を中心とする一帯 所在 現在は、廃寺である。寺域は、南は泉の井あたり、東は「現在妹尾小児科の前から泉ケ谷の奥に通じる市道」
＊十七
、北は泉ケ谷最奥部の谷までと考えられてい














































































































































ゆえ、年附けをよ 特定すべく内容を検討すると、重要な手がかりがある。傍点部 「今度の亡魂等を訪ぶらうべき」という文言である。すなわち、その文言から覚順と周防国分 の関係者であって、朝廷（後醍醐天皇）側も 死を悼むほど重要な人物が死去して程なく出された書状だということがわかる。とりわけ、 附けが八月一一 、 「今度の亡魂」とある。それらを考え合わせる 、前日の嘉暦元（一 二六）年八月一〇日に死去した善願房順忍 鎮魂のためと考えられるが、善願房が鎌倉で死亡したとする情報が翌日に京都に届いた は考えがたい。それゆえ、やはり元弘の動乱での死者の鎮魂のためとするのがもっとも自然である。　
とすれば、史料（五）は元弘三（一三三三）年八月 一日附け覚順書
状と考えられる。つま 、元弘の動乱での死者の鎮魂の祈祷の めに、極楽寺諸末寺が勅願寺化され それを安堵する綸旨などが出された。だが、一紙しかないので覚順がその写を作って極楽寺末寺であっ 周防国分寺長老に送ったことがわかる。　
こうした周防国分寺 いった西国の寺院を含む、極楽寺末寺群は、元
































































































通した一〇人の戒師の前で誓う儀礼である。その場を戒場といい、壇になっているので戒壇ともいう。この 受の代表的なものは、 百五十戒（完全に揃っているいう意味で具足戒ともいう）の受戒である。それを行うには一〇人の戒師が必要であるが、一〇人もの戒師が揃いにくい僻地では、五人の戒師 前 律護持を誓った。　
忍性が正応四年になって極楽寺に戒壇を結び、授戒儀礼を行ったのは
注目される。それが、もし事実であるならば、それまで、忍性は極楽寺で具足戒の授戒を行わなかったということになるからだ 忍性が、極楽寺へ入った文永四（一二六七）年から、二五年目になって 具足戒 授戒を行えたことにな うしたことが可能になった背景には、正応三（一二九〇）年八月二五日に師叡尊が死去し、忍性が叡尊教団の頂点に立ったことがあるのは間違いなかろう。　
叡尊が樹立した戒壇として、 「新に戒壇を築くこと五所、謂く西大寺、

















惣持といい、叡尊の俗甥で、叡尊弟子中の有力者の一人であった。河内（大阪府）西琳寺を中心に活動を続けた。西琳寺は、現大阪府羽曳野市にあり、東西に走る飛鳥道（竹内街道）と南北に走る東高野街道の交差地点の北東部に位置す （ 『大阪府の地名Ⅱ』 ） 。西琳寺は古代以来の寺院であるが、叡尊教団によって復興され、建長六（一二五四）年三月以来、西大寺末寺となった。その初代長老が惣持である。　
先の書状には、年号が欠けているが 「先師御入滅、力なき次第に候」
という文言から叡尊 入滅した正応三（一二九〇）年の書状だと考えられる。忍性は 叡尊死去後 教団の総帥とし 活躍した。本 によれば、忍性は、惣持に対して、西琳寺に止まり、二上山より西 諸国の授戒・伝法灌頂の権限を行使す こ を認めたようである。奈良西大 は、おそらく叡尊の遺志と忍性らの支持 よって、信空が跡を継いだが 高弟であった信空と叡尊甥の惣持の間で 微妙 対立があったのかもない。　
忍性が、正応四年に極楽寺で授戒を行っているのを考え合わせ と




















いて受戒する者は皆（戒体を）得ているので ょうか。鹿嶋大明神は次のように答えた。西大寺において受戒する人は皆（戒体を）得ている。ここ極楽寺 おいて受戒する人の場合は、 （戒体を）得 人もい 、得ない人も ると。良観房 質問して次のように言った。それでは、西大寺で受戒した者で、この極楽寺におります何名かよりも良くない者がいるのは、どう ことでしょうか。鹿嶋大明神が答え おっしゃるには、人の善悪は、 （正しく戒法を授 り、 ）戒体を得たかどうかには関らない。非常に立派 人であっ も得ていない人もいる。また悪 と思われるような人でも得ている のであ と ですから、皆様各々安心なさって下さ 。この西大寺にて受戒する人は疑いなく無表戒を身に発得するのです 実にもっともだと思われる事は、信心の浅 深 、智
慧の有無という違いはあっても、身体と寿命とを犠牲にしない人はそれぞれ、身体と寿命とを顧みなくなった時に戒体を身に発得するのです。また、このように遭遇し難く成就し難い事であるとお考えになって、なんとか工夫して修行なさって下さいませ。　
戒体というのは、受戒によって発する戒の種で、それが悪をなそうと
するのを止めるという。 『聴聞集』では、鹿島神の託宣という形であるが、西大寺で受戒した者は、すべて戒体を得られるが、極楽寺 は得られない者も出るというのである 忍性が戒壇を造って授戒を行 のが、叡尊の没後であったのは、そうした師叡尊に対する遠慮があだろう。　
こうした忍性以来の極楽寺（戒壇）での授戒制こそ、極楽寺流を支え

































































































































































それらの文書の年次を嘉暦二 （一三二七） 年と しかし、史料 （一七）が史料（一五）と（一六）と関連しているとすれば、それらの文書の年次は元徳二年であろう。　
史料 （一五） から史料 （一七） は、善願房順忍の死去後の大勧進交代後、














































































































































































































































































































があったのか謎であった 今回、極楽 流の成立 展開を考えてみると、謎が解けたような気 している。本稿で述べたように、南北朝初期までは極楽寺流は三河国以西の西国にも展開し いたが、南北朝動乱の終結を機に、西大寺と極楽寺で調整が され、基本的に西国の は西大寺が、東国は極楽寺が統括するという結論 いたり、 「明徳末寺帳」が作成された。以上の仮説が当たっているかは、ともかくと 順忍、俊海といった極楽寺流の高僧の活躍に光りを当てられたこと もっしとしたい。
＊一
　

































田中敏子「極楽寺二代長老に就て」 （ 『鎌倉』五、 一九六〇） 。
＊九
　
この点は松尾 西大 末寺帳考」 〈前注 三） 〉一三七頁で指摘した 大

































部文化振興課、 〇一二）五二四頁、 『大仁町史通史編一』 （伊豆の国市観光・ 部文化振興課、 一五）四二六頁、 『増訂豆州志稿巻一〇下』 （長倉書店、一九六七）四二九頁などを参照。
　　　
金剛廃寺については、史料がほとんどないが、極楽寺とその末寺が天竜











家祈祷寺であった（小野塚充巨「中世極楽寺をめぐって」 『荘園制と中世社会』東京堂出版、一九八四）四七七頁） 。その任命状は一〇月五 附けであり（ 『金沢文庫古文書』二五五四号文書） 第二代長老栄真 死去日はそれ以前ということになる。江戸時代の過去帳では元亨二年七月一二日とする。その年次は明らか 間違いだが、月日が正しいとすれば、正和四年七月一二日に亡くなったということになる。長老任命は前住の四九日法要などの終了後とすれば、その日附けも可能性はある。後考 期した 。
＊十七
　
























































































『性公大徳譜』 「正応四年条」 （ 『極楽律寺史
　
























































































































『律苑僧宝伝』 （ 『大日本仏教全書一〇 』名著普及会、













































中世・近世編』 〈前注（五） 〉一五 頁。

































石井進「都市鎌倉における「地獄」の風景」 〈前注（一） 〉 。
＊八十
　






The development of the Gokuraku Temple and its branches in
 medieval Japan, with a focus on the succession of its chief priests
KenjiMatsuo
（History&Culture,CulturalSystemsCourse）
　Througha focusonthesuccessionof itschiefpriests, thispaperaimstoshowthattheGokuraku
Temple inKamakurahadamuchbigger influence intheKamakuraperiodthanoriginally thought.
Previousresearchhas focusedsolelyonNinshō（1217-1303）,thetemple’s founder.Thisresearchwill
show,however,thatuntilthe14thcentury,GokurakuTempleplayedasignificantroleinpublicworks,
including improvingport facilities, runninghospitalsandcuring leprosy. Itwillbeshownthatsuch
publicworkswereconductedbyNinshō’ssuccessorsandthatespeciallyJunnin（1265-1326）,thethird,
andShunkai（?-1334）, the fourthchiefpriest,playedasubstantial role, successfully foundingmany
branchtemplesnotonlyintheeastbutalsothewestofJapan.
